愛川町森林整備計画の策定について
１　計画策定の趣旨
森林法第１０条の５第１項の規定に基づき、市町村は、その区域内にある地域森林計画の対象となっている民有林について、５年ごとに１０年を一期とする市町村森林整備計画をたてることとされている。
また、同条第４項の規定により、市町村森林整備計画は、地域森林計画に適合したものでなければならないとされており、市町村森林整備計画の策定指針となる神奈川地域森林計画が令和４年１２月に策定し、同計画に則した内容とするため、愛川町森林整備計画を策定するもの。
２　計画の主な内容
　（１）計画期間
　　　令和５年４月１日～令和１５年３月３１日
（２）主な変更箇所
○Ⅰ　伐採、造林、間伐、保育その他森林の整備に関する基本的な事項
・１　森林整備の現状と課題
計画対象面積等を神奈川地域森林計画の数値に適合するよう時点修正
【新旧対照表P3】
○Ⅱ　森林の整備に関する事項
・第１ １立木の伐採（主伐）の標準的な方法
木材搬出方法について、神奈川地域森林計画に適合するよう追加
 【新旧対照表P3】
・第２ ３植栽によらなければ適確な更新が困難な森林の所在
　　（１）基準・（２）所在を神奈川地域森林計画に適合するよう追加

【新旧対照表P6】
・第４ １公益的機能別施業森林の区域及び当該区域における森林施業の方法
（１）水源の涵養の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき　森林と（２）快適な環境の形成の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林を統合のうえ、（１）のみとし、ア　区域の設定を統合により変更
 【新旧対照表P8】

・第４ １（２） 快適な環境の形成の機能の維持増進を図るための森林施業
を推進すべき森林は（１）に統合することにより削除
【新旧対照表P8】
・第５ １効率的な森林施業を推進するための路網密度の水準及び作業システ
ム等に関する事項
表内の路網密度を神奈川地域森林計画に適合するよう修正
 【新旧対照表P9】
・第６ ４森林経営管理制度の活用に関する事項
　　本町の森林経営管理制度の活用について追加
 【新旧対照表P10】
○Ⅲ　森林の保護に関する事項
・第２　１（１）森林病害虫等の駆除及び予防の方針及び方法
　　　　　　森林病害虫等のナラ枯れ被害について、神奈川地域森林計画に適合するよう追加
　【新旧対照表P10】
○Ⅳ　森林の保健機能の増進に関する事項
　・変更なし
○Ⅴ　その他森林の整備のために必要な事項
・５（４）森林経営管理制度に基づく事業に関する事項
　　神奈川地域森林計画に適合するよう項目を追加
　【新旧対照表P11】
　　　
　　・別表１、２　水源の涵養の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべ
き森林の区域を計画対象森林全域に拡大するため、快適な環境の形成の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林を削除
　　　・別表１　木材の生産機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林の面積（ha）を神奈川地域森林計画の数値に適合するよう修正しますが、県から森林簿が来ていないため、来てから算出するものです
　　　・別表３　面積（ha）を神奈川地域森林計画の数値に適合するよう修正
　【新旧対照表P12】

３　愛川町森林整備計画策定スケジュール（令和５年３月予定）
　　別紙「愛川町森林整備計画策定スケジュール」のとおり
４　パブリック・コメント手続きについて
市町村森林整備計画は、森林法第１０条の５第７項の規定により、縦覧が義務付けられていることから、町自治基本条例第１９条第２項第１号の規定により、パブリック・コメント手続きを実施しないもの。
